
第５学年防災教育学習指導案（総合的な学習の時間） 

 

１ 単元名 「災害に備える」（全３時間） 

 

２ 単元設定の理由 

  現代社会は、毎日の生活の中に事故や事件、災害など様々な危険が存在している。それは地域社会で

暮らす児童もいつ、どこで、何が起きるか予測の難しい中で様々な危険と隣り合わせで過ごしている。

特に災害への対応については、平成３０年７月に起きた西日本豪雨の教訓を生かし、児童一人一人の防

災意識を高めることは喫緊の課題となっており、防災教育を通して、自分の命を自分で守るために必要

な知識や技能を身に付け、身に付けた知識や技能を児童自身が活用していくことが求められている。 

  そこで、５年生では、地域で起こりうる水害（土砂災害）のリスクや、そのメカニズム、学区内の

「安全な場所」「危険な場所」について知り、災害が発生した時に「いつ」、「どうやって」避難すれば

よいのかを考え、マイ・タイムラインの作成を通じて、自分で判断して命を守るための適切な行動を取

ることができる力を身に付けることができるように単元を設定した。また、学校での学習だけで終わる

ことがないよう、学校で学んだことを家庭に持ち帰り、家族を巻き込んで一人一人の児童が中核となっ

て家族と共に災害発生時の行動や避難場所について話し合ったり、自らマイ・タイムラインの第２案、

第３案を作成したりすることができるようにしたい。 

 

３ 単元目標 

マイ・タイムラインの作成を通して、自分の住むまちの災害の危険性を知り、被害を軽減しようとす

る意欲を高めるとともに、自分の住むまちの避難場所を確認し、災害時、自分で考えながら適切に行動

できるようにする。 

 

４ 単元で育てようとする資質や能力及び態度  

知識・技能 
災害おける危険や避難行動についての理解を深め、地域における災

害リスクに対応した知識・技能を身に付ける。 

思考力・判断力・表現力 
地域の災害リスクから問題を見いだし、自分で課題を立て、情報を

集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。 

学びに向かう力・人間性 
探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを

生かしながら、積極的に社会に参画しようとする態度を養う。 

   

５ 単元の評価規準 

評価の観点 学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会に関すること 

評価規準 

地域の災害リスクを把

握するとともに、災害時

の避難場所や避難方法な

ど災害から命を守るため

の知識や技能を身に付け

ている。 

災害発生時に自分の命を

守るためにどのようにすれ

ばよいかを考え、適切に状

況を判断し、行動すること

ができる。 

 

マイ・タイムライン作り 

を通して、家族で防災につ

いて話し合ったり、地域の

防災活動に積極的に関わろ

うとしたりする。 

 

 



６ 指導計画 

テーマ 

時数 
主な学習活動 指導上の留意点 時間 

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
つ
く
ろ
う
︵
３
時
間
） 

○ 水害から命を守るための方法を考える。 

・ 川の水が氾濫するまでの過程を知る。 

・ ハザードマップについて知る。 

・ 洪水の仕組みについて理解

させ、早期避難の必要性を 

実感させる。 

１ 

○ 水害から命を守るための方法を探究する。 

・ 逃げキッドを使って備えについて考える。 

・ 警戒レベルについて知り、避難準備行動に 

ついて考える。 

  

・ 川が氾濫する前の安全な時

期に避難をすることが最良の

考え方であることに気付か

せ、事前の避難準備の大切さ

を意識させる。 

１ 

○ マイ・タイムラインをつくる。 

・ マイ・タイムラインづくりをする。 

・ 図上訓練をする。 

・ タイムラインを作成する際

にはどの情報をもとに考えた

かを意識させる。 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 本時案 

（第１時） 

目 標 
地域の災害リスクを把握するとともに、災害時の避難場所や避難方法など、災害

から命を守るための知識を身に付けることができる。 

学習活動 指導上の留意点 教材 

１ 過去の身近な災害に

ついて知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 避難することの大切

さについて知る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「川の水が氾濫す

る」仕組みを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 写真やその他の資料を提示することで、過去

の風水害についてどのようなことがあったのか

確認できるようにする。（西日本豪雨について、

第４学年「社会科」副読本「３ 自然災害から

くらしを守るはたらき」で既習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 西日本豪雨の甚大な被害を振り返ることで、

災害発生時に被害を少なくするために必要なこ

とや自分たちにできることを考えることができ

るようにする。 

・ 情報 

・ 事前の備え 

 

 

 

 

○ 川の水が氾濫する過程について、時系列に沿

って説明することで、洪水は突然起きるのではな

く、起きるまでに時間があることを知り、その間

に避難行動ができることに気付くことができるよ

うにする。 

○ 時間が経つとともに状況が悪くなることを確

認することで、早めの避難行動が命を守ること

につながることに気付くことができるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【過去の災害】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「台風や前線が発生」

してから「川の水が

氾濫」するまでを知

ろう！！】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水害から命を守るために大切なことを考えよう。 

※用水路が多い学区については、大きな河川の外水氾濫だけでなく、用水

路や地下水からの内水氾濫も起きる可能性があることもふれること。 

※被災した児童など資料の提示に配慮が必要な場合は、取り扱う資料の精

選や、この活動を取りやめるなど各学校の実態に合わせて柔軟な対応が

必要である。 



４ ハザードマップにつ

いて知る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習のまとめ

をする。 

 

 

６ 本時の学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

７ 次時の学習について

知る。 

 

○ ハザードマップは、想定される災害毎に作成

されていることついて説明することで、災害の種

類によって、確認するハザードマップが違うこと

を知ることができるようにする。  

○ 洪水・土砂災害のハザードマップのよみ方に

ついて説明することで、浸水深や指定緊急避難

場所が記されていることに気付くことができる

ようにする。 

○ 学区のハザードマップを提示することで、自

分の家が安全かどうか確認し、災害発生時の避

難場所を設定できるようにする。 

○ ペアで話し合わせることで、設定した避難場

所が適切か確認できるようにする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 板書をもとに、本時の学習で大切なことを確

認することで、まとめることができるようにす

る。 

 

○ 本時の学習を振り返り、「川の水が氾濫す

る」仕組みや、設定した避難場所は一例であ

り、その時の状況に応じて変わることや、臨機

応変に対応することが大切だということに気付

かせ、各家庭で学んだことを家族と話し合うこ

とが重要なことを伝えるようにする。 

 

○ 次時は、実際に「いつ」「どうやって」逃げれ

ばよいのか自分で考える活動を行うことを知ら

せるようにする。 

【倉敷市ハザードマップ】 

 

 

 

 

 

 

【倉敷市ハザード 

マップ（学区版）】 

 

 

 

 

評 価 

地域の災害リスクを把握するとともに、災害時の避難場所や避難方法など、災害か

ら命を守るための知識を身に付けている。    

【知識・技能】（発言・ワークシート） 

 

 

 

 

※土砂災害や高潮、津波の危険がある学区については、洪水想定を置き換

えて学習してもよい。土砂災害を想定して学習を行う場合は、内閣府が

作成した「学校における非難に関する防災教育事例集（水害・土砂災

害）」及び「巻末資料」の高知県本山町立吉野小学校の実践を参考にし

ながら、各学校の実態に合わせて学習を行うようにすること。置き換え

ない場合でも、土砂災害警戒区域や到達時間、避難場所についてはふれ

るようにすること。 

※避難場所の考え方としては、災害発生時に命を守るための緊急避難場所

としてとらえること。避難先の設定にあたっては、ハザードマップの白

い区域が理想ではあるが、使用するマップにより浸水域は変わることに

ついては必ず指導すること。浸水域内であっても浸水の深さ以上が確保

された自宅の２階以上や近隣の高い建築物等でも避難先として設定して

もよいことに留意すること。 



（第２時） 

目 標 
 風水害の際に時々刻々と出される、避難情報、防災気象情報について、情報の

収集方法、情報に基づいた避難行動を考えることができる。 

学習活動 指導上の留意点 教材 

１ ここまで学習してき

たことを確認し、本時

のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 川が氾濫するまでに

しておく事前の備えに

ついて学習する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ハザードマップから分かること振り返ること

で、本時の学習内容を理解できるようにする。  

・ 避難場所 

・ 浸水の深さ 

○ 学区ハザードマップの「白いところ」につい 

て確認する。 

●「白いところ」はどんなところか 

 ・ このマップでは浸水しない安全なところ 

 ・ 白いところを目指して避難するとよい 

● 学区の「白いところ」を具体的には 

・ ●●●● 

・ ■■■■ 

・ ▲▲▲▲ 

○ 本時は、「いつ」「どうやって」避難すればい

いか考える活動であることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 情報を確認する際、何を使って情報を収集す

るとよいか確認する。 

○ 台風が発生してから、川が氾濫するまでに時

間には余裕があることから、事前の準備ができ

ることに気付くことができるようにする。 

 ・ 家族の事情 

 ・ 台風の大きさ、動き、今後の風・雨量 

 ・ 川の様子 

○ 教材を用いて、川の水が氾濫するまでの備え

について考えることができるようにする。 

 ・ 準備をすることの順番 

 ・ 絶対にしてはいけないこと 

 

【倉敷市ハザード 

マップ（学区版）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【「台風や前線が発生」し
てから「川の水が氾

濫」するまでの備えを
考えよう！！】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水害から命を守るために、大切な「いつ」「どうやって」について考えよう。 

 

※マップの「白いところ」が学区に無い場合は、浸水想定区域外への避難

を基本とするが、そのいとまがない場合は、マップ内避難場所一覧の

「洪水▲」の避難場所も使用できる。また、浸水の深さ以上が確保され

た自宅の２階以上や近隣の高い建築物等を避難先として設定してもよ

い。ただし避難先は家族と相談して複数箇所を設定するようにする。 

 

※土砂災害や高潮、津波の危険がある学区については、洪水想定を置き換

えて学習してもよい。土砂災害を想定して学習を行う場合は、内閣府が

作成した「学校における非難に関する防災教育事例集（水害・土砂災

害）」及び「巻末資料」の高知県本山町立吉野小学校の実践を参考にし

ながら、各学校の実態に合わせて学習を行うようにすること。置き換え

ない場合でも、土砂災害警戒区域や到達時間、避難場所についてはふれ

るようにすること。 



 

 

 

 

 

３ 川の氾濫が迫り、実

際に避難に至るまでの

判断について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ マイ・タイムライン

について知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習のまとめ

をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ これまでの学習を振

り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 避難をするときに大切なことについて考える

ことができるようにする。 

 ・ 情報の入手 テレビ、インターネット 

 ・ 持っていくもの 服装、携行品、リュック 

 ・ しておくこと 連絡 避難先と経路の確認 

○ 避難するタイミングについて気付くことがで

きるようにする。 

 ・ タイミングを知らせるアナウンス 

 ・ 「警戒レベル」の意味や備え  

・ 高齢者等がいる場合は警戒レベル３で避難 

・ 警戒レベル４では全員が避難  

 

○ 避難するには、事前の備えや行動を計画して

おくことが大切であることを知らせ、その作成

に必要な要素について考えることができるよう

にする。 

 ・ 「いつ」避難するのか 

 ・ 「どうやって」避難するのか 

 ・ どの人にも共通して知っておくことや準備 

しておくこと 

 ・ 各家庭独自で知っておくことや準備してお 

くこと 

○ 次回の活動でマイ・タイムラインを作成する

ことを知らせる。 

 

○ 水害から命を守るためには、警戒レベルにつ

いて知り、準備物や移動の仕方などについて事

前に考えておくことが大切であることを確認す

る。 

○ マイ・タイムラインを作成する際、家庭の状

況や立地、特別な事情などを家族と共有するこ

とにより、より自分に合った避難の仕方になる

ことを知らせ、「マイ・タイムライン作成のため

のチェックリスト」を用いて必要な要素につい

て準備してくることを確認する。 

 

○ 事前に考えておくことについて、家庭で話し

合ったり、共有したりすることが大切であるこ

とに気付くことができるようにする。 

○ 事前の行動は一つのではなく、その時やその

場に臨機応変に行動することが大切であること

に気付くことができるようにする。 

 

 

 

 

 

【警戒レベルとは】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【『マイ・タイムライン』

をつくってみよう！！】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マイ・タイムライン

作成のためのチェッ

クリスト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 価 

風水害の際に時々刻々と出される、避難情報、防災気象情報について、情報の収集

方法、情報に基づいた避難行動を考えている。 

【知識・技能】（発言・ワークシート） 

 

※想定災害として土砂災害を扱っている場合は、土砂災害の発生は突発性

が高いが、地域の地形や雨量、震度、周辺の異音などから危機に対する

意識をもつことが大切であることをとらえさせる。 



（第３時） 

目 標 
災害発生時に自分の命を守るために、いつ、どのようにすればよいかを考え、適

切に状況を判断し、行動することができる。    

学習活動 指導上の留意点 教材 

１ ここまで学習してき

たことを確認し、本時

のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ マイ・タイムライン

の作成方法を確認す

る。 

 

 

 

 

 

３ マイ・タイムライン

を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 図上訓練の練習をす

る。 

 

 

 

 

○ 以下の内容について振り返りを行うことで、

本時の学習内容を理解できるようにする。  

・ ハザードマップを確認して分かったこと。  

・ 避難の際の留意点、携行品、避難を開始す

るきっかけ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ マイ・タイムラインは、家族で共有するた

め、大人も利用できる記入様式になっていること

を説明する。  

○ 「主な備え」の覧には、シールを貼って、回

答を作成するようにする。但し、シール以外の

回答は、余白に自由に記載することを説明する

ようにする。 

 

○ 台風や河川の状況、発信される情報を確認し

ながら、シールを貼ったり、備えを書き込んだ

りする。 

○ 適宜、チェックリストを確認してよいことを

伝え、自分に合った避難の仕方を考えることが

できるようにする。 

 

○ グループで、作成したマイ・タイムラインにつ 

いて意見を交換することで、よりよいタイムラ

インを作ることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

○ 図上訓練の手順を説明し、内容を理解できるよ 

うにする。  

○ ３日前の「台風や前線が発生」の所を全体で

行い、「今、何をしているか。」尋ねることで、

訓練の仕方について理解しているか確認を行う

ようにする。 

【倉敷市ハザードマップ】 

 

 

 

 

 

 

【警戒レベルとは】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【『マイ・タイムライ

ン』をつくってみよ

う！！】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マイ・タイムライン

作成のためのチェッ

クリスト】 

 

 

 

 

 

マイ・タイムライン作りを通して、命を守るために大切なことを考えよう。 

 

※マップの「白いところ」が学区に無い場合は、浸水想定区域外への避難

を基本とするが、そのいとまがない場合は、マップ内避難場所一覧の

「洪水▲」の避難場所も使用できる。また、浸水の深さ以上が確保され

た自宅の２階以上や近隣の高い建築物等を避難先として設定してもよ

い。ただし避難先は家族と相談して複数箇所を設定するようにする。 

 

※想定災害として土砂災害を扱っている場合は、土砂災害の発生は突発性

が高いが、土砂災害警戒区域内に居住している場合は「警戒レベル」や

「土砂災害警戒情報」など何らかのタイミングから避難行動を開始する

ことができるようにする。 



５ 図上訓練を実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 訓練を振り返り、マ

イ・タイムラインを見

直す。 

 

７ 本時の学習のまとめ

をする。 

 

 

 

 

８ これまでの学習を振

り返る。 

 

 

 

 

 ○ 安全な所へ移動を始めるタイミングで帽子を

赤色に変えることで、自分の命を守るための行

動は、人によって異なることに気付きやすくす

る。 

○ 警戒レベル３・４が発令された時には、活動

を止め、グループで「今、何をしているか。」を

交流することにより、一人一人が自分に合った

行動をすることが大切だと気付くことができる

ようにする。  

 

○ 訓練を振り返り、備えを付け加えたり、シー

ルを貼り替えたりすることで、より自分に合った

タイムラインを作ることができるようにする。 

 

○ 警戒レベル３で避難をした人や、避難しなかっ 

た人に「なぜそうしたのか。」尋ねることで、命

を守るための行動はそれぞれに異なり、自分で

考え、判断することが大切であるということを

確認する。 

 

○ マイ・タイムラインは一通りではなく、災害

時の状況に合わせて臨機応変に行動することが大

切であることに気付くことができるようにする。 

○ 本時の学習で身に付けた力を生かし、自分や

家族の命を守るためによりよい方法を考え続けて

いくことが大切であることに気付くことができる

ようにする。 

○ 本日作成したマイ・タイムラインを家庭に持

ち帰り、家族と共有や意見の交換を行うことを

促すようにするとともに、マイ・タイムライン

の２通り目、３通り目を自力で作成していく必

要性を感じることができるようにする。 

評 価 

災害発生時に自分の命を守るために、いつ、どのようにすればよいかを考え、適切

に状況を判断し、行動している。   

【思考力・判断力・表現力】（発言・ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


